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＜連絡事項＞

· 本日２/１（火）よりＷＩＺ稼動していますが、２月中は申請を届ける際には従来提出していた用紙も提出して下さい。

· 稲垣恵利子様～本日２/１（火）夕食後薬より自己服薬管理開始となります。説明には　　　　　　　理解をしている様子伺えますが、習慣づくまでに時間を要すると考えら　　　　　　　れます。忘薬・薬包の間違いが無い様に確認していきましょう。また、　　　　　　　稲垣様には服用前に薬包をスタッフに見せ、声掛けをして確認してから　　　　　　　服用して頂く様に説明していますので、スタッフも薬包を見せ声掛けを　　　　　　　しているか確認してから服用して頂く様に統一した関わりを持ってい　　　　　　　きましょう。自己服薬管理チェック表へのチェック忘れもないように確　　　　　　　認をしていきましょう。

· 阿部　善江様～本日２/１（火）夕食後薬より自己服薬管理開始となっています。説明　　　　　　　には理解示していますが、入院前に怠薬がある方です。自己服薬管理の　　　　　　　目的を確認していきながら、忘薬・薬包の間違い・自己服薬管理チェッ　　　　　　　ク表へのチェック忘れがないか等に注意し確認していきましょう。

· 庄子まさ子様～本日２/１（火）夕食後薬より自己服薬管理開始となっています。説明　　　　　　　には理解されています。忘薬・薬包の間違い・自己服薬管理チェック表　　　　　　　へのチェック忘れがないか等に注意し確認していきましょう。

· 下口　政子様～主治医問診時に免許書き変えの目的の為、外出希望をされています。主　　　　　　　治医より口頭での許可があり、三戸郡の地域生活支援センターに連絡を　　　　　　　しています。三戸地域生活支援センター湖東様に免許書き変えの件を伝　　　　　　　えた所、警察より免許書き変え期限が切れており、退院後でも書き変え　　　　　　　を出来ると話があったと話されています。湖東様より免許許書き変えにつ　　　　　　　いては退院の目途が決まってから検討していきたいとの話がありました。

＜全体連絡事項＞

· ２/３（木）より川端Ｄｒ勤務となります。勤務は月曜日～木曜日までで、当直が週１回入る予定となってます。

· ２/１５（火）付けで三川Ｄｒ退職予定となっています。

· 当直医変更があります。２/１（火）三川Ｄｒ→院長　２/８（火）・１５（火）三川Ｄｒ→安ヶ平Ｄｒへ変更となります。

· ２/２（水）３（木）１７：３０～４Ｆユーティリティーにて回想法・ＳＳＴの勉強会があります。参加よろしくお願いします。

· 北病棟で集団性の下痢が発生しました。レストラン・厨房の消毒を実施しましたが、レストラン立入る時にスタッフは手指消毒を徹底して下さい。また、携帯用消毒は必ず携帯して下さい。

· 道路や駐車場の凍結が見られます。出勤時に転倒等に注意して下さい。

· インフルエンザ流行の最盛期に入ってきます。スタッフは健康管理に充分に注意して下さい。また、患者様で３８℃以上の発熱が見られた場合は、インフルエンザ感染の有無を調べるようにしていき、早期発見・早期治療に努めるようにして下さい。

· 現在、病院内で疥癬が拡大しています。病院の環境整備と共に、スタッフは感染拡大に留意して下さい。

＜定期薬変更者＞

・宮　陽子　様～以前より、排便スムーズにあるとの訴えありアローゼン服用自己調節していました。明日２/２（水）よりアローゼン（0.5）1P　１×ndE（朝）止めとなります。排便の状態を観察していきましょう。

・中野三恵子様～昨日、主治医問診あり肝機能障害改善してきた事をご本人に伝えています。２/２（水）まではケベラS　１A静注施行しますが、以後は経口のみとし経過を診ていくという説明もありました。肝機能障害の経過を観察する為に、毎週肝機能の血液検査を予定していきます。１）ジプレキサ（5）2T　２×ndE　２）ジプレキサ（5）1T　１×vds止めとなり、１）リスパダール（1）２×ndE　２）リスパダール（1）1T　１×vdsに肝臓への負荷軽減の為定期薬変更となります。肝機能障害の症状として倦怠感・食欲不振・顔面の黄疸・眼球の黄疸が見られる場合がありますので、患者様の訴えや状態を観察していきましょう。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

Ａユニット：１月の短期目標の評価をしています。皆さん短期目標を忘れている為に、スタッフから再度伝えています。本田様ですが、終始閉眼されています。スタッフ声掛け促しますが、「起きています」と返答されるのみです。全体的にコミニュケーションとは少し違う内容の目標設定をされていますので、コミュニケーションに繋げられる様な形に設定していけるように説明をしています。

Ａグループ：１月の短期目標評価をしています。出河様は、ため息をついたり、閉眼している事多く見られています。声掛け促しには、返答あります。１月の短期目標が「体重を維持する」等の目標設定が多くあった為、２月の短期目標は他者とコミュニケーションを取れる目標を考えて頂く様に説明をしています。

Ｂグループ：ウォーミングアップでは、ジェスチャー・ものまねを行っています。全員楽しく行っています。ロールプレイでは、１月の短期目標自己他己評価をしています。濱谷様からは「田野端さんと話をしている」と他者とコミュニケーションをしているとの話をされ、「どんな話をしているんですか」と問うと「本を読んでいるのでその話を聞いている」と話されています。

Ｃグループ：ウォーミングアップではジェスチャー・ものまねを行いも盛り上がり、そのままロールプレイに繋げています。１月の短期目標自己他己評価を行っています。高間木様は自己評価９０点と発言されていますが、他者の発言を繰り返し発言される事多く見られています。

Ｄグループ：１月の短期目標評価をしています。目標を忘れている方があり、スタッフから伝えています。自己評価を低く発表される方多く見られます。全体的に発言少なく見られていますので、スタッフの問い掛けを多くしていく必要があると思われます。

Ｅグループ：１月の短期目標評価をしています。全体的に活気があまり見られませんでしたが、一人一人の発言は積極的に発言されています。

· 短期目標についてですが、「作業を頑張る」「体重を減らす」等の目標が多く設定されています。「作業を頑張る」に関しては、ただ頑張るだけではなく「○○さんと協力しながら作業を頑張る」、「体重を減らす」に関しては「体重が減った」とスタッフに伝える等と他者とのコミュニケーションが取れるよな目標設定が出来るようにアドバイスをし設定して頂く様にしていきましょう。

